










































































































































































たウルスラ会という共同体を創立した。 当初ウルスラ会は共同生活をする修道会ではなく、 両親の家や家族のもとに住み続ける敬虔な乙女たちによる在俗の団体であり、 「在俗修道共同体」の一種の先駆と言える。彼女たちは 通の生活規則、共通の祈り、礼拝、定例の集会、そして共通の使命によって結ばれていた。しかし、同じ服装をし、私的誓願が勧められた点で修道会に近い特徴も示 ていた。その後枢機卿カルロ・ボロメオ もと、ミラノの地で女子教育の め 初等学校を任されその地で発展した。 しかし、 一五九二年にアヴィニョンの地で開始されたフランス 共同体は共同生活を営んだ め修道会と見なされ、 主流は結局禁域（盛式誓願
  (3)を立てた修道者が守る、外部の者をそこに入れる
















もたない生活様式が問題となり、一六〇六年、禁域をもつことが命ぜられる。後述するように、禁域と学校とを両立させるためには寄宿学校という形態がとられた。 寄宿学校の生徒は在学中は学校内に留まるこ が建前であったが、 この会の学校では生徒に一時期家庭で生活させて た点が問題となった。一六一七年、通学校閉鎖を条件に、単式誓願による「コングレガシオン」から盛式誓願と禁域による正規の修道会（
O
rdo ）とされた。しかし、交渉




ム修道会の一外部会員であったマルグリット・ブールジョワ（一六二〇―一七〇〇年） 、カナダ いう新天地 おいて、禁域をもたない女子修道会（コングレガシオン・ドゥ・ノートルダム・ドゥ・モンレアル、一六七六年）を設立するこ とな 。今日、日本で教育活動に従事している「コングレガシオン・ドゥ・ノートルダム会」はこのコングレガシオ ・ドゥ・ノートルダム・ドゥ・モンレアルである





















ジャンヌ・ドゥ・レストンナク（一五五六―一七四〇年）によって、カルヴァン派の拠点ボルドーの地 おいて、カルヴァン派と対峙する中で教育修道会として創立され、 一六〇七年に教皇から認可を受けた。 ジャ ヌはイエズス会をモデルとする新しい修道生活を目指した。 「イエズス は、一五七五年にフランス 二番目の家と学校をボルドーに開いていた。 ジャンヌの弟はそこ学び、後にイエズス会士となっていたので、ジャンヌはイエズス会を若い時から知ってい 彼女は観想修道院の修道形態が新しい使徒的修道会に合わないことを体験から学び、 イエズス会 会憲・会則を自分の修道院に適応させた」




























































































































































その一部をなす形で営まれていた。 教育活動はあく でも 生活の本質を すものではなく、 そ 付随的な要素で る 過ぎな
かった。従って、近代に起こった教育を目的として組織された修道会のように、 カリキュラムや教授法に関して組織的な努力を注ぐことはなかったし、今日の我々が「学校」と 思い描くような教育活動のために特化された空間が修道院内 設けられていたわけでもなかった。女子修道院においては、 学業の教授は一切外部からの教師に委ねられていた。修道女は、たとえ自らが豊かな教養と教育者として 資質とを備えていたとしても、 科 教えることは無かった。 修道女 ちが関わっ は わゆる宗 教育のみである。修道女たち よる教育は 彼女 ちが子ど 達と生活を共にするこ により、 生活 実地場面において子どもたちを教え導くことであっ 。ベネディクト系修道院は「生活そのの」の中で、いわば「意図せざる」教育力を発揮していたのである





















































































































































  聖心会の出発は、 一時解散させられていたイエズス会復興の動きと連動しており、 復興イエズス会と文字通り手を携えて歩み始めている。 創立者、 マドレーヌ＝ソフィー・バラ （聖マグダレナ・ソフィア・バラ、一七七九―一八六五年）
  (8)は、イエズス会系の






  (9)。伊庭は、 「生活を通しての教育」と





心会が女子修道会として自己形成してゆく上で採用したモデルとして前節で触れた二つの修道会を挙げて る。 そ 一つはジャンヌ・ドゥ・レストンナクによるノートルダム修道会である。先述のとおり、寄宿制学校という形態において 禁域 を守る正規の女子修道会のあり方と、 学校教育を通しての使徒的活動とを統合するスタイルを、聖心会はこの修道会から学んでいる。もう一つの修道会は、サン・シール学校 聖ルイ会である。聖心 はこの修道会、というよりはサン・シール から学校教育 模範を得た。サン・シール教育は学習内容においても高い水準を示しており、その学習計画（
Plan des études ）は、ほぼそのままの形で

















 Plan diétudes 』という基準を
























































































































































あたり二時間半である。 こ 二時間半のうち一時間半は、 連日 「国























































































そのためにはまず「神に対する畏敬の念と罪を怖れる心を培う」ことが、必要であり、ここに「しっかりと心の根を下させてから、ついで真の堅固な信心を実地に生きる力を育てる」としている。 「実地に生きる」とは、とりも直さず自分が置かれた場で、なすべき事に心を入れて生きるこであり、この生き方と無縁の信心などは、何であれ、 「妄想であり、有害な幻覚に か過ぎぬ」と、 「よくよく感じとらせること」が肝要と説いている。
 (25)  
  
伊庭はこの一文の中に驕慢と異端の危険にさらされたサン・シ
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